
中学生向け数学               中学校      学年 氏名             

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

①、②：５２５ａ０３１２１８雑問題    難易度３ 

１）★① ｙはｘに反比例し、ｘ＝－９のとき、ｙ＝４である。ｘ＝６ 

であるとき、ｙの値を求めよ。 

 

２）★① ２けたの正の整数のうち、３の倍数の個数を求めよ。 

 

３）正の整数ｘを６で割ると商がｙで余りが１になり、ｙを８で割ると 

商がｚであまりが３になる。 

（１）★★① ｘをｙの式で表せ。 

 

（２）★★①、② ｘをｚの式で表せ。 

 

（３）★★①、② ｘを１２で割ったときの余を求めよ。 

 

４）★★①、②ある美術館に、子どもと大人合わせて９人で入ったところ、 

入館料は全部で８４００円で 

あった。この美術館の入館料は、子ども１人８００円、大人１人 

１１００円である。子どもと大人はそれぞれ何人ずつか求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問題の解き方と復習のポイント 

ポイント＝反比例の鉄則はｘｙ＝ａから始めよ。 

余の鉄則は（割られる数＝割る数×商＋余）である。 

  

1

ａ
１）反比例だから　　　ｙ＝ 、ｘ＝－９、ｙ＝４から

ｘ

３６
　比例定数はａ＝－３６　　　ｙ＝－

ｘ

　　ｘ＝６の時は　　ｙ＝－６

１００
２）　 ＝３３個で、３，６，９は 桁の数であるから

３

　　３３－３＝３０個

３）（１）ｘ＝６ｙ＋１で表される。

　　（２）ｙ＝８ｚ＋３を（１）に代入すると

　　　　　ｘ＝６（８ｚ＋３）＋１　　　　　ｘ＝４８ｚ＋１９

ｘ ４８ｚ＋１９ ７
（３）　　 ＝ ＝（４ｚ＋１）＋

１２ １２ １２

　　　　余は７である

４）子どもの人数をｘ人とすると大人は（９－ｘ）人またはｙ人

　　一次方程式では

　　８００ｘ＋１１００（９－ｘ）＝８４００

　　３００ｘ＝９９００－８４００＝１５００

　　ｘ＝５人　　　　子ども５人、大人は４人

　連立方程式では

　８００ｘ＋１１００ｙ＝８４００

　ｘ＋ｙ＝９の連立方程式を解く。

 

 


